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研究成果の概要（和文）：東アジアと欧州における地域統合の経済効果を比較した結果、(1) 前
者は、EU のように関税同盟を設立するよりも「より開かれた地域」を推進する方が、経済厚

生が上昇する、(2) 両地域とも、メンバー国間の関税撤廃よりも貿易円滑化及び競争の促進に

よる商業・運輸マージン率低下の経済厚生に対する影響が大きい、(3) EU 拡大は、中国・ASEAN
諸国の繊維・衣類の輸出にマイナスの影響を及ぼすが、東アジアにおける地域統合の欧州諸国

の各産業に対する影響は限定的なものにとどまることが示された。 
 
研究成果の概要（英文）：A comparison between regional integration in East Asia and that in 
Europe has provided the following results. First, economic welfare of East Asian countries 
would be increased more from the promotion of “open region” than from the establishment 
of an EU-like customs union. Second, in both regions the welfare effects of trade facilitation 
and reductions in the trade and transport margins resulting from increased competition 
are greater than those of tariff elimination among the members. Third, while EU 
enlargement adversely affects China and ASEAN’s exports of textiles and clothing, regional 
integration in East Asia has limited effects on output of European industries. 
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１．研究開始当初の背景 
 自由貿易協定（FTA）をはじめとする地域
貿易協定（RTA）の評価には、近年多地域・
多部門一般均衡 (CGE) モデルが広く用いら

れている。EU 東方拡大の CGE 分析につい
ては、Baldwin et al. (1997), Kohler (2004), 
Lejour et al. (2004) など、東アジアにおける
RTA の CGE 分析については、Hertel et al. 



(2001), Lee et al. (2004, 2005), Scollay and 
Gilbert (2001), Urata and Kiyota (2005), 
Zhai (2006) などがある。これらの先行研究
では、EU または東アジアにおける地域統合
の域内の影響を主に評価している。しかしな
がら、欧州と東アジアでは、域内諸国の発展
段階の格差、関税・非関税障壁、垂直的産業
内貿易などが異なり、そのため地域統合の影
響にも大きな違いが生じることが予想される。
したがって、欧州と東アジアにおける地域統
合の経済効果を比較し、様々な相違点を明確
にすることが重要である。 
 
２．研究の目的 
(1) 東アジアにおける地域統合は、EU のよ
うに関税同盟を設立すべきか、あるいは「よ
り開かれた地域」を推進すべきかを評価する。 
 
(2) 国際的生産ネットワークと地域統合の関
係についての理論・実証研究を進め、特に東
アジアにおける双方の相互関係を検証する。 
 
(3) 通関手続きの簡略化など貿易円滑化の輸
出入に対する影響を地域別に比較する。 
 
(4) EU 拡大と東アジア地域統合の影響を 
①関税撤廃、②貿易円滑化、③輸出対総生産
比の増加による生産性の上昇、④競争促進と
インフラ改善による商業・運輸マージン率の
減少の 4 つの要因に分け、動学的 CGE モデ
ルを使用して定量化する。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究者ごとに、①CGE モデルによる地域
統合の比較研究、②国際的生産ネットワーク
と地域統合 及び ③貿易円滑化の経済効果の
３つの側面からアプローチした。 
 
(2) 計算可能な一般均衡 (CGE) モデル及び
グラビティモデル、パネルデータ分析などの
計量経済モデルを手法として用いた。CGE 
モデルをメインに使用したが、世界・国内経
済全般にわたる相互作用を包括的に考慮する
本モデルによって、政策が与える影響をより
正確に評価できたと考える。 
 
 
４．研究成果 
(1) 10 地域・26 部門の動学的 CGE モデルを構
築し、東アジアにおける様々な地域統合のシ
ナリオと EU 拡大の影響を比較した。主な結
果として、①東アジア諸国は、EU のように
関税同盟を設立するよりも「より開かれた地
域」を推進する方が、経済厚生が大きく上昇
する、②経済厚生の上昇と構造調整コストの
間にはトレードオフが存在する、及び ③輸出
入の増加率が GDP の増加率よりも相対的に

高い国が、地域統合の利益を増大させること
が示された。 
 
(2) 東アジア諸国は、欧州諸国と比較して、
機械貿易、とりわけ機械部品貿易を拡大させ、
輸出志向型から国際的生産ネットワーク構築
型へと発展してきたことが明確にされた。そ
れを活性化するための地域統合は、貿易障壁
を撤廃すること以外に、①きめ細かい貿易・
投資円滑化措置、②無差別原則と透明性の確
保を柱とする投資ルール、③紛争解決メカニ
ズムの確立などが重要であることが確認され
た。 
 
(3) 地域統合の新しい形態として通関手続き
の簡略化など貿易円滑化に着目し、その効果
を分析した。統合の段階の異なる南アジアと
東アジアを比較した結果、東アジアにおいて
貿易円滑化がより進んでおり、地域内貿易も
それを反映していることが定量的に示された。
貿易円滑化は関税撤廃に比べ当事国の輸出入
の両方を促進する利点があるため、今後の地
域統合の有力なツールになり得るという知見
を得た。 
 
(4) 地域統合の影響を ①メンバー国間の関
税撤廃、②貿易円滑化、③輸出対 GDP 比率
の増加による生産性の上昇、④競争の促進に
よる商業・運輸マージン率の低下の４つの要
因に分け、動学的 CGE モデルを使用して定
量化した。 
 

S1 S2 S3 S4 

中国 0.30 0.71 2.45 4.11
日本 0.18 0.31 0.33 0.71
韓国 0.93 1.33 1.55 2.73
台湾 -0.34 -0.42 -0.36 -0.53
シンガポール 1.18 2.94 3.06 5.88
その他の 0.88 1.53 1.56 4.11
 ASEAN諸国

インド -0.36 0.00 0.75 1.40
豪州・NZ 1.07 2.05 1.77 2.96
EU -0.02 -0.03 -0.01 -0.02
北米 -0.02 -0.03 -0.03 -0.03
その他世界 -0.05 -0.08 -0.13 -0.18
世界（平均） 0.07 0.15 0.28 0.55

（注）S1 = 関税撤廃, S2 = S1 + 貿易円滑化, S3 = S2
+ 輸出対GDP比率の増加による生産性の上昇, S4 =
S3 + 競争の促進による商業・運輸マージン率の減少

（経済厚生の標準シナリオからの

表1　ASEAN+6 FTA がもたらす経済効果

乖離率（%），2015年）



 
EU 拡大、東アジア地域統合双方とも、関税
撤廃よりも、貿易円滑化及び競争の促進によ
る商業・運輸マージン率低下の経済厚生に対
する影響が大きいことが実証された。輸出対
GDP 比率の増加による生産性の上昇はメン
バー国によって大きく異なるが、中国が東ア
ジア地域統合により最も生産性上昇の恩恵を
受けることが示された（ASEAN+6 FTA がも
たらす経済効果については、表 1 を参照）。 
 
(5) EU 拡大は、中国・ASEAN 諸国の繊維・
衣類の輸出にマイナスの影響を及ぼすが、東
アジア諸国の経済厚生への影響は極めて小さ
いことが示された。一方、東アジアにおける
地域統合は、北米の穀物輸出を減少させるが、
欧州諸国の経済厚生及び各産業に対する影響
は極めて小さいことが示された。 
 
(6) 東アジアの生産ネットワークは、発展段
階格差を残しながらの不均一な経済統合をむ
しろ積極的に利用する形で展開されてきてお
り、その意味でヨーロッパとりわけ西欧の経
済統合とは大きく異なる。その結果、伝統的
な産業間国際分業による南北間貿易ではなく、
機械産業を中心とする緻密な工程間分業とそ
れがもたらす産業内貿易が、東アジア経済を
特徴づけるものとなっている。東アジアにお
ける経済統合においては、このような工程間
分業をどのように数量的に把握するかが大き
な課題となった。また、生産ネットワークは
流通過程まで含めれば東アジア域内にとどま
るものではない。このことが外に開かれた形
の経済統合を推進する一因となったと考えら
れる。 
 
(7)「事実上の（de facto）」経済統合と「政策
面の（de jure）」経済統合の間の相互フィー
ドバックが東アジア経済統合の特徴となって
いる点に着目し、欧州と東アジアの比較研究
においては東アジア特有の性格をモデルに適
切に盛り込んでいくべきであることを明らか
にした。また、東アジアの経済統合が外に開
かれた FTA 網の形で展開されている点も、欧
州の経済統合の道筋と異なっており、それを
どのように経済効果の評価と関連づけていく
のかについて、議論を進めた。 
 
(8) 基準認証と貿易の関係を 16 途上国の企
業レベルデータを用いて計量分析を行った。
結果として、基準により貿易障壁となるもの
と貿易を促進するものがあることが分かった。
例えば、品質に関する基準は貿易障壁となり、
多国間の相互認証は貿易を促進することが分
かった。また、農業と工業でも違いがあるこ
とが示された。 
 

(9) 最後に、拡大した EU における共通農業
政策（CAP）の生産効率性に与える影響を
1975～2005 年の EU27 ヵ国のパネルデータ
を用いて推計した。その結果、この期間に緩
やかな技術進歩が見られる一方、技術的効率
性は低下しており、CAP が効率性の低下を引
き起こしている一因であることが分かった。
故に、EU 拡大における CAP の継続は加盟国
の財政支出をさらに増大させるため、モラル
ハザードを誘発しない新たな手法の導入が必
要であることが示された。 
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